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第 2 章では， PVCz 薄膜のキャリアトラップに関して検討した結果を述べている。 Ag 2+ , Ce 4 + , 




第 3 章では， PVCz のモデル化合物である N-エチルカルパゾール(以下 EtCz と略す)の精製法及
びその単結晶化の条件について検討した結果を述べている。
第 4 章では， EtCz 単結晶での π一 π* 吸収域の光照射による光電導性について検討した結果を述
べ， PVCz 薄膜のそれと比較考察している。
第 5 章では， EtCz 単結晶及び PVCz 薄膜のルビーレーザー光照射による光電導性を検討した結果を
ヮ“??ヮ“















化合物としてエチルカルパゾール( EtCz) を選び， EtCz の単結晶化に成功し，両者の比較研究を行
なって，次のような成果を得ている口
(1) ピニルカルパゾールと他のモノマー(側鎖にπ 電子を持たないモノマー，もしくは小さな π 電子
しか持たないモノマー)との共重合体における光電導性を PVCz のそれと比較することにより，
PVCz フィルム中，キャリアは一本の高分子鎖に沿って， π 電子の重なりを通って移動することを
明らかにしたO





(3) PVCz 及び EtCz 単結晶におけるキャリア生成に関して研究し， extrÎnsÎc なキャリア生成機構に
若干の差がみられ，またルビーレーザ一光照射によるキャリア生成は電界に強く依存すること，な
らびにその依存性が PVCz フィルムと EtCz 結晶とで異なることを見出した。この電界依存性の相
異は状態の違いに基づくキャリア生成過程の違いによるものであることを示唆した。
以上，キャリア移動過程ならびにキャリア生成過程にわいて，高分子化合物の非品性が電気的性質
に及ぼす効果を明らかにしたことは，高分子化合物のみならず，有機非品|宝物質における電気的性質
? ?? ?っ“
の一般的理解ならびにその利用に対し，基礎的な知見を提供するものである。
よって，本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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